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～
自
他
共
栄
の
精
神
で
コ
人
残
ら
ず
安
心
し
て
学
べ
る
教
室
」を
～

令
和
５
年
度
入
学
式
は
、
人
数
制
限

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
も
４
年

ぶ
り
に
教
育
長
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
い
て
の
式
典
を
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
新

入
生
の
皆
さ
ん
の
入
学
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
本
校
に
送
り
出
し
て
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
教
職
員

一
同
、
生
徒
た
ち
の
学

び
を
し
っ
か
リ
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
た

い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
学
校
教
育
目
標
に

「他
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
豊
か
な
未
来

を
切
り
ひ
ら
く
創
造
的
人
間
の
育
成
」

を
掲
げ
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「令
和
型
日
本
の
学
校
教
育
」
の
内
容
を

踏
ま
え
、
学
校
内
外
の
協
力
と
連
携
を

大
切
に
し
、
生
徒
が
自
ら
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
創
造
的
な
思
考
と
行
動

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
未
来
の
社
会
を
担
う
生
徒

た
ち
が
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、
他

者
と
協
力
し
な
が
ら
新
た
な
解
決
策

を
生
み
出
す
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

複
雑
な
現
代
社
会
を
生
き
て
い
く
う
え

で
と
て
も
重
要
で
す
。
私
た
ち
教
職
員

は
、
教
育
の
場
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
が

創
造
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
多
彩
な
学

び
と
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
本
校
で
は
人
権
・同
和
教
育
を
基
盤

に
し
た
協
同
学
習
の
実
践
を
通
し
て
自

他
共
栄
の
精
神
を
学
び
ま
す
。
生
徒
が

一
人
残
ら
ず
安
心
し
て
学
び
を
深
め
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
部

活
動
や
南
筑
フ
ェ
ス
（学
校
祭
）
、
学
年

行
事

（宿
泊
体
験
や
修
学
旅
行
等
）
を

は
じ
め
、
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
、
企
業
や
大
学
と
の
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
生
徒
た
ち
が
自
ら
の

手
で
課
題
を
解
決
し
、
他
者
と
の
協
力

の
中
で
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
本
校

教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

「朝
妻
が
丘
」
の
発
行
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
広
報
委
員
の
皆
様
を
は
じ

め
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
役
員
の
皆
様
に
は
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

☆大学 〈
口

☆短期大学  合格者20名

☆専門学校  合格者84名

格者

PTA
生 徒 数 709名

●

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
久
留
米
市
立

南
筑
高
校

へ
の
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
！
新
し
い
学

校
で
の
生
活
は
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
素

晴
ら
し
い
冒
険

の
始
ま
り
で
す
。
南
筑

高
校
は
、
昨
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
歴

史

や
伝
統
を
受
け
継
が
れ
た
教
員
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
備
え
地

域
と
共

に
、
皆
さ
ん
が
成
長
し
、
夢
を

追

い
求
め
る
た
め

の
最
良

の
環
境
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
、
知
識
と
知
恵
を
養
い

な
が
ら
、
個
性
を
尊
重
し
、
皆
さ
ん
の

才
能
を
引
き
出
す
場
所
で
す
。
学
業
の

面
で
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、

多
様
な
活
動

に
参
加
し
て
自
己
表
現

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら

に
、
南
筑
高
校

で
は
、
友
情
や

協
力
の
精
神
を
大
切
に
し
ま
す
。
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
や
先
生
と
の
絆
を
築
き
、
助

け
合

い
、
共

に
学

び
合
う

こ
と
で
、
よ

り
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
よ
う
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持

っ
て
学
校
生
活

に
臨
ん

で
は
し
い
と
思

い
ま
す
。
失
敗
や
困
難

に
直
面
し
た
時

に
は
、
諦
め
ず
に
立
ち

向
か
い
、
努
力
を
惜
し
ま
ず

に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
経
験

こ
そ
が
、

成
長
と
自
己
成
就

へ
の
土
台
と
な
る

で
し
ょ
う
ｃ

そ
し
て
、
南
筑
高
校

の
家
族

で
あ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
皆
さ
ん
と
共

に
歩
ん

で
い

き
ま
す
。
私
た
ち

の
ド
ア
は
常

に
開
か

れ

て
お
り
、
学
校
生
活
や
学
習

に
関
す

る
質
問

や
悩
み
を
抱
え
た
時

に
は
、
い

つ
で
も
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ

い
ｃ

生
徒
だ
け
で
は
解
決
出
来
な

い
こ
と
、

学
校
だ
け
で
は
解
決

で
き
な

い
こ
と
、

多

々
あ

る
か
と
思

い
ま
す
。
し

か
し
、

皆
さ
ん
と
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域

が

一

緒

に
取
り
組
め
ば
、
ど
ん
な
悩
み
も
解

決

で
き
な

い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人

で
は
悩
ま
ず

に
声
を
上
げ

て

ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。
そ
の

一
声
が
新

し

い

木
来
を

切
り
開

け
る
鍵
と
な

る

で
し

ょ

つヽ
。
南
筑
高
校

で
の
素
晴

ら
し

い
学

び

の
旅
が
、
皆
さ
ん

に
と

っ
て
充
実

し
た

時
間
と
な
り
ま
す
よ
う

に
。
皆
さ
ん

の

本
来

の
成
功

に
向
け
て
、
全
力

で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

新

入
生

の
皆

さ
ん

の
実
り
あ

る
高

校
生
活
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
お
祝

い
中
し
上
げ
ま
す
。鰊一年

生
の
皆
さ
ん
、
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

夢
と
希
望
を
胸

に
新

た
に
高
校
生
活
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
新
人
生
と

同
様
に
在
校
生
も
未
来

に
向
か
っ
て
チ
ヤ
レ
ン
ジ

し
ま
し
ょ
う
。

PTA会長

松尾 宗幸

学校名 学部名 選進 T口 ′ヽ、

久留米工業大学 教育創造工学科 3

情報ネットワークエ学科

久留米大学 経済学部 13 3 11 2

商学部 11 3 7 2

人間健康学部 5 3 4

文学部 2

法学部 9 7

広島工業大学 環境学部

聖マリア学院大学 看護学部 3 3

筑紫女学園大学 人間科学部 4 3

文学部

中村学園大学 流通科学部

教育学部

西九州大学 リハビリテーション学部

子ども学部

健康栄養学部

健康福祉学部

福岡工業大学 社会環境学部

工学部 2

情報工学部

福岡女学院大学 人文学部

人間関係学部

西日本工業大学 デザイン学部

日本経済大学 外国語学部

国際医療福祉大学 保健医療学部

純真学園大学 保健医療学部

学校名 ‐:男・ 女 SC 選進 看護 文系 理系

福岡大学 経済学部 5 5

工学部

商学部 3 4

商学部第2商学科

スポーツ科学部

法学部

九州産業大学 理学部

国際文化学部

生命科学部

建築都市工学部 2

商学部

令和健康科学大学 看護学部

山梨学院大学 スポーツ科学部

東亜大学 人間科学部

日本文理大学 経済学部

宮城学院女子大学 生活科学部

梅光学院大学 文学部

神田外語大学 英米語学科

国際医療福祉大学 福岡保健医療学部

近畿大学 理工学部 3

中京学院大学 経営学部

京都美術工芸大学 建築学部

創価大学 文学部

崇城大学 生物生命学部

北九州市立大学 地域創生学群

学校名 学部名 男 女 SC 選進 看護 文系 理系

福岡工業大学短期大学部 情報メディア学科 2 3

京都外国語大学短期大学部 キヤリア英語科学科

関西外国語大学短期大学部 英語学科

中村学園大学短期大学部 キヤリア開発学科

九州大谷短期大学 幼児教育学科 4 4

学校名 学部名 男 女 SC 選進 看護 文系 理系

香蘭女子短期大学
幼児教育学科 4 4

ライフプランニング総合学科

福岡こども短期大学 保育学科

福岡女子短期大学
こども教育学科

文化教養学科

西日本短期大学 メディアプロモーション学科

学校名 学部名 男 女 SC 選進 看護 文系 理系

インターナン三ナルアカテミー エアライン科 （
／
」

大阪スクールオブミユージツク専門学校 プロミユージンャン本科

東放学園専門学校
音響技術科

放送芸術科

中村調理製菓専門学校 製菓技術科

福岡キヤリナリー農業&テクノロジー専
「
l学校 食芸テクノロジー科

古賀国際看護学院 看護学科 7

高尾看護専門学校 看護学科

専門学校福岡ビジョナリーアーツ ′く`ツト:´不斗

福岡美容専門学校 美容科 3 3

福岡デザイン専門学校 クリエイブデザイン科

FCフチガミ 医療秘書科

医療福祉専門学校 診療情報管理科

大村美容フアツンヨン

専門学校

美容科

メイクアップ科

フアッションクリエイター科

大川看護福祉専門学校 看護学科学科

久留米リハビリテ~ンヨン学院 作業療法学科

1111‖リハビリテ~ンヨン学院

理学療法学科

作業療法学科

言語聴覚学科

福岡南美容専門学校 美容科

九州スクールオブビジネス ペットビジネス学科

KCS福岡情報専門学校 Iンジエアクリエイター科

総合学ロヒユーマンアカテミー福岡瞑 e‐ soolsカレッジブロブレイヤー

福岡ベルIッポック美容専門学校 ヘアメイク科 5 3

九州医療専門学校 歯科衛生士科 2

平岡栄養士専門学校 栄養士科 2

平岡学園専門学校 製菓衛生師専修科 2

東京モード学園 ヘアメイクアーティスト学科

学校名 学部名 男 女 SC 選進 看護 文系 理系

麻生情報ビジネス専門学校 情報工学科

麻生外語観光&製菓専Fl学校 ブライダルウエディング科

医療福祉専門学校

緑生館

総合看護学科 6 6
理学療法学科

大原保育医療福祉専門学校 こども保育士コース 3 3

鹿児島医療福祉専門学1交 歯科衛生士科

麻生建築&デザイン

専門学校

建築工学科

インテリアデザイン科

麻生公務員専門学校
公務員専攻科 2

公務員総合科 2

九州電気専門学校 電気工学科

麻生リハビリテーション大学校 理学療法学科

久留米自動車工科整備大学校 二級自動車工学科

公務員ゼミナール 公務員本科

久留米歯科衛生専門学校 2

福岡医療専門学校 診療放射線科

あさくら看護学校

福岡ビューテイーアート

専門学校

美容科 4 4

トータルビューティー科

福岡天神医療

リハビリテ~ンヨン専門学校

柔道整復学科

理学療法学科

朝 妻 ヶ 丘 令霜う年7月 20日
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経済学部
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PTA会長

松尾 宗幸

伊佐
(国語)

古賀 渉

`数

学)

1田中 久雄 角正博

山

秋吉 麗子

(国語 )(社会 ) 00 ①
古賀 悠0

令
和
５
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
松
尾
宗
幸

と
申
し
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
は
創
立
百
周
年
を
迎

え
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
節
日
を
迎

え
ま
し
た

こ
と
を

誇

り

に
思

い
ま

す
。
創
立
百
周
年
は
、
南
筑
高
校
の
歴

史
と
伝
統
へ
の
敬
意
を
示
す
特
別
な

年
で
し
た
。
過
去
の
先
輩
た
ち
の
努

力
と
献
身
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
基
盤

の
上
で
、
私
た
ち
は
現
在
の
南
筑
高

校
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
誇
り
高
い

歴
史
を
胸
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発

展
を
目
指
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
光
栄
な
こ
と
に
、
昨
年
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し

た
。
こ
の
受
賞
は
、
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

学
年
委
員
の
熱
意
と
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
も

の
で
す
。
こ
の

賞
は
、
私
た
ち
の
努
力
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
証
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ

Ｔ

Ａ
活
動

は

、
学

校

と
保
護

者
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
共

に
学
校
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

行
事
や
支
援
活
動
は
、
学
校
全
体
の

活
気
と
結
束
を
醸
成
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
目
標
は
、
子
供
た
ち
の

学
び
と
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
す
。
保
護
者
と
し
て
、
彼
ら
の
教
育

に
積
極
的
に
関
与
し
、
彼
ら
の
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
手
助
け
を

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進

し
、
学
校
と
保
護
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
充
実
さ

せ
、
学
校

と
の
連
携
を

一
層
強
化

し

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
南
筑
高
校
を
よ
り
良

い
学
び
の
場
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
決
意

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
ｃ
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の
久
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定
期
戦
は
、
４

と
な
り
、
私
た

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
に
向
け

は
最
後

の

に
せ
ず
、
我
武

、
み
な
さ
ん
の

り
ま
す
の
で
、
応
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2023年 3月 31日 時点
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で
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出
し
応

の
力
を

で
き
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1.就職・公務員
☆就職

雷
〆  寧甕

ぽ

就職希望者9名  内定者数9名

3年生を
送ち会

このような行事を行つています (写真は昨年度のものです)
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2022
憚
各齢
V 7●

方
４
′か

総合職 福岡県信用組合・平岡電気株式会社男子

(3名 ) 製造

サービス 株式会社グランドール・久留米丁CC

事 務 西日本鉄道株式会社女子

(6名 )
製造 丸永製菓株式会社、株式会社ブリヂストン 2名

男子

(19名 )

最終合格

国家一般 1名 海上保安 1名 刑務官 1名 久留米市役所 1名  うきは市役所 1名
大牟田市役所 1名  山口県警 1名 熊本県警 1名 福岡県警 1名 兵庫県警 1名
一般曹候補生 4名  自衛官候補生 5名

1次合格 海上保安 1名 八女市役所 1名 一般曹候補生 4名 東京消防庁 1名 福岡県警 5名

女子

(3名 )

最終合格 刑務官 1名  自衛官候補生 2名

1次合格 一般曹候補生 1名  自衛官候補生 2名 福岡県警 2名

☆公務員  最終合格者延べ人数22名 (実数9名 )

例年

6) 第1104号 令和5年 7月 20轟

―
■Ч‐

鐘醸懸臨
圏躍仄

慾

に
‐ 自」

朝 妻 ヶ 丘 令和15年 7月20

Ｂ

Ｓ

Ｏ

諄

Ｅ

驚

KtrRUME
R H E、 :′

｀  E ′
…

ヽ “

581
4102

十九
０

１

八
〇

〇

七
３

０

六
〇

〇

五
３

３

四
〇

〇

三
〇

〇

二
〇

〇

TEAM・―

南 筑 0
久 商 0

|´ |ま|=

||,■

,'1.1・
=

鞠

燿
g h離珀1蜂

螢

.I・  ヽ .、  、 、 亀

騰 /ヽ島

貪屋轟

株式会社ブリヂストン

=―
 ・ . ・́ ,ヽ

―
|■   ill・ ■●


